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は
じ
め
に

　

「
二
条
城

（
（
（

」
は
、
寛
永
の
行
幸
や
大
政
奉
還
の
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
る
。

一
方
で
、
そ
れ
が
二
条
離
宮
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
触
れ
ら
れ

て
い
る
も
の
の

（
（
（

、
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

　

徳
川
の
城
で
あ
っ
た
「
二
条
城
」
は
、
江
戸
時
代
が
終
焉
を
迎
え
る
と
徳
川
と
い
う
主
人

を
失
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
、
太
政
官
代
が
置
か
れ
た
後
、
留
守
官
、

京
都
府
、
陸
軍
省
、
宮
内
省
へ
と
、
そ
の
管
轄
が
流
転
し
た

（
（
（

。
こ
う
し
た
「
二
条
城
」
の
管

轄
の
変
化
は
、
明
治
政
府
が
旧
体
制
の
遺
産
を
い
か
に
統
制
し
、
ま
た
地
方
城
郭
を
掌
握
し

た
か
の
一
端
を
示
す
。

　

二
条
離
宮
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
な
流
れ
の
中
で
成
立
し
た
の
か
。
明
治
以
降
の
離
宮

の
整
備
は
、
国
家
行
事
や
外
交
儀
礼
の
場
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
日
本
の
近
代
化
を
象
徴
し

た
も
の
で
あ
り
、
「
二
条
城
」
の
離
宮
化
も
、
同
様
の
視
点
で
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
二
条
城
」
か
ら
二
条
離
宮
へ
の
管
轄
の
変
遷
を
確
認
し
、
そ
の
成
立

の
背
景
に
あ
る
も
の
を
探
る
。
ま
た
、
離
宮
と
し
て
使
う
た
め
に
施
さ
れ
た
「
二
条
城
」
へ

の
改
変
工
事
に
つ
い
て
触
れ
る
と
共
に
、
二
条
離
宮
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ま
た
人
々
に
、

い
か
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
二
条
離
宮
の
実
態
に
迫

り
た
い
。

１
．
「
二
条
城
」
の
管
轄
の
変
遷

　

徳
川
の
城
で
あ
っ
た
「
二
条
城
」
は
、
大
政
奉
還
が
さ
れ
た
後
、
速
や
か
に
離
宮
と
な
っ

た
わ
け
で
な
い
。
表
１
は
大
政
奉
還
後
、
太
政
官
代
が
置
か
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
管
轄
の

変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
流
れ
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
管
轄
の
変

遷
が
「
二
条
城
」
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
か
触
れ
た
い
。

（
１
）
太
政
官
代
か
ら
京
都
府
の
管
轄
へ

　

江
戸
時
代
が
終
焉
を
迎
え
る
と
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
二
七
日
「
二
条
城
」
に
、

太
政
官
代
が
置
か
れ
た
。
太
政
官
代
は
、
大
政
奉
還
後
に
「
二
条
城
」
を
収
め
て
い
た
尾
張

藩
の
徳
川
慶
勝
（
一
八
二
四
‐
八
三
）
に
よ
っ
て
警
固
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（
（

。
そ
れ
は
、

程
な
く
「
二
条
城
」
か
ら
他
へ
移
さ
れ
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
六
月
四
日
に
三
輪
嘉

之
助
へ
、
ま
た
同
三
年
三
月
二
二
日
に
留
守
官
の
管
轄
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
留
守
官
に
よ

っ
て
「
二
条
城
」
は
、
使
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
時
、
「
二
条
城
」
の
財
産
管
理
は
、

大
蔵
省
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

（
（
（

。

　

明
治
四
年
三
月
八
日
、
留
守
官
よ
り
京
都
府
へ
と
、
そ
の
管
轄
が
移
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先

研
究
ノ
ー
ト　

離
宮
時
代
の
「
二
条
城
」
の
保
存
と
活
用

降
矢　

淳
子

【
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旨
】

　

徳
川
幕
府
の
終
焉
後
、「
二
条
城
」
は
主
人
を
失
っ
た
。
明
治
政
府
の
掌
握
の
下
、
そ
の
管
轄
は
流
転
し
た
が
、
軍
事
的
に
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
陸
軍
省
の
管
轄
か
ら
、
皇
室

の
離
宮
と
な
り
宮
内
省
の
管
轄
に
移
っ
た
こ
と
は
、
軍
事
拠
点
と
し
て
の
城
郭
を
脱
却
し
、
離
宮
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。

　

二
条
離
宮
は
、
国
内
外
の
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
外
国
人
の
目
線
も
意
識
し
な
が
ら
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
二
条
城
」
の
遺
産
を
変
質
さ
せ
る
よ
う
な
改
造
が
さ
れ
ず
に

保
存
さ
れ
、
さ
ら
に
皇
太
子
ら
の
宿
泊
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
が
加
わ
っ
た
。
一
方
で
、
拝
観
者
を
受
け
入
れ
、
国
内
外
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

観
光
名
所
と
し
て
の
一
面
も
あ
っ
た
。

　

「
二
条
城
」
の
遺
産
は
、
皇
室
の
近
代
化
を
象
徴
す
る
二
条
離
宮
の
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
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立
っ
て
京
都
府
は
、
便
宜
が
良
い
の
で
速
や
か
に
京
都
府
庁
を
移
転
し
た
い
と
願
い
出
て
、

「
二
条
城
」
内
に
京
都
府
庁
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
大
蔵
省
は
、「
二
条
城
」

内
に
あ
る
所
諸
品
を
引
き
渡
し
、
ま
た
城
内
の
仮
建
物
に
つ
い
て
、
「
城
内
仮
建
物
ノ
儀
ハ

殊
ノ
外
大
破
ニ
相
成
居
候
間
、
此
侭
差
置
候
テ
ハ
追
々
朽
腐
致
シ
不
躰
載
ニ
モ
有
之
候
間
御

払
ニ
取
計
」
と
、
大
破
し
て
い
る
仮
建
物
を
、
こ
の
ま
ま
置
い
て
お
い
て
も
後
々
朽
ち
て
体

裁
が
悪
い
の
で
、
取
り
壊
す
と
し
た

（
（
（

。

　

明
治
四
年
八
月
、
四
鎮
台
・
八
分
営
の
配
置
に
際
し
、
全
国
の
地
方
城
郭
は
、
兵
部
省
が

統
轄
し
た
。
す
で
に
「
二
条
城
」
に
は
京
都
府
庁
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
京
都
府
は
そ
の

管
轄
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
京
都
府
が
管
轄
す
る
よ
う
に
と
の
沙
汰
が
あ
っ

た
（
（
（

。
兵
部
省
が
地
方
城
郭
を
掌
握
す
る
な
か
で
、「
二
条
城
」
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、

京
都
府
が
管
轄
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。　

（
２
）
陸
軍
省
管
轄
と
京
都
府

　

明
治
五
年
、
兵
部
省
は
陸
軍
省
へ
と
変
わ
る
と
、
陸
軍
省
は
鎮
台
の
再
編
成
と
徴
兵
制
の

実
施
な
ど
の
た
め
に
各
地
の
城
郭
調
査
を
行
っ
た
。
明
治
六
年
一
月
九
日
の
鎮
台
制
度
の
改

定
に
伴
い
、
軍
事
に
お
い
て
必
要
な
存
城
と
必
要
の
な
い
廃
城
が
決
め
ら
れ
た
。
存
城
に
な

っ
た
も
の
は
引
き
続
き
陸
軍
省
の
管
轄
と
な
っ
て
軍
事
的
拠
点
と
し
て
存
続
し
、
廃
城
と
な

っ
た
も
の
は
売
却
や
解
体
が
さ
れ
た

（
（
（

。

　

こ
の
時
、
「
二
条
城
」
は
存
城
と
な
り
、
ま
た
、
陸
軍
省
の
管
轄
と
な
っ
た
。
京
都
府
に

対
し
て
、
「
二
条
城
ハ
、
姑
ク
本
府
ニ
付
シ
テ
保
管
セ
シ
メ
、
毀
損
失
亡
等
毎
時
該
省
ニ
具

稟
セ
シ
ム

（
（
（

」
と
、「
二
条
城
」
は
、
し
ば
ら
く
京
都
府
で
保
管
し
、
毀
損
や
失
亡
等
に
つ
い
て
、

そ
の
都
度
、
陸
軍
省
へ
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
陸
軍
省
が
管
轄
す
る
下
で
、
京
都
府
が

管
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

「
二
条
城
」
の
中
に
府
庁
を
置
い
て
い
た
京
都
府
は
、
以
下
の
よ
う
に
申
し
出
て
回
答
を

得
た
。
「
他
ノ
府
県
庁
ト
違
ヒ
城
郭
ノ
事
故
、
最
広
大
ノ
場
所
ニ
テ
其
修
繕
費
悉
ク
地
民
ヘ

賦
課
致
候
テ
ハ
迷
惑
相
窮
、
去
迚
他
ヘ
転
移
候
ト
モ
存
城
ニ
付
官
費
ハ
矢
張
省
ケ
サ
ル
儀
ト

考
候
趣
ヲ
以
、
支
庁
其
他
城
郭
外
ノ
分
ハ
地
民
ヘ
賦
課
致
シ
、
城
郭
宇
内
ノ
入
費
ハ
官
給
相

成
度
（
中
略
）
存
城
ニ
付
到
底
ハ
何
レ
他
ヘ
移
転
可
致
儀
ニ
候
ヘ
ト
モ
目

（
マ
マ
）今

官
費
節
略
ノ
際

（
中
略
）
当
分
ノ
内
右
城
内
ニ
据
置
申
度
段
当
省
ヨ
リ
陸
軍
省
ヘ
照
会
及
ヒ
候
処
意
見
通
リ

取
計
差
支
無
之
旨
回
答

（
（1
（

」
と
、
他
府
県
庁
と
違
い
城
郭
と
い
う
広
大
な
場
所
な
の
で
、
そ
の

修
繕
費
を
府
民
へ
賦
課
す
る
の
は
迷
惑
で
あ
り
、
一
方
で
府
庁
を
他
へ
移
転
す
る
に
し
て
も

存
城
の
た
め
国
費
が
か
か
る
。
支
庁
そ
の
他
の
城
郭
外
の
分
は
税
金
で
、
「
二
条
城
」
の
こ

と
は
国
費
で
補
い
た
い
こ
と
、
存
城
と
な
っ
た
の
で
何
れ
は
他
へ
移
転
す
る
に
し
て
も
、
国

費
節
約
の
た
め
、
当
分
は
府
庁
を
城
内
に
据
置
き
た
い
こ
と
を
内
務
省
を
通
し
て
陸
軍
省
ヘ

照
会
し
た
。
陸
軍
省
か
ら
は
、
京
都
府
の
意
見
通
り
に
取
計
っ
て
差
支
え
な
い
と
の
回
答
を

得
た
。
京
都
府
が
府
庁
の
移
転
時
よ
り
、
「
二
条
城
」
の
営
繕
費
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
か

か
り
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
（1
（

、
そ
の
維
持
費
が
京
都
府

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
京
都
府
と
陸
軍
省
之
間
で
貸
借
契
約
書
が
結
ば
れ
、
「
二
条
城
」
は
陸
軍
省
の

管
轄
の
下
、
京
都
府
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
貸
借
契
約
が
い
つ
の
段
階
で
結
ば
れ
た
か

不
明
だ
が
、
確
認
で
き
る
最
初
の
史
料
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
で
、
「
二
条
城
」
の

修
繕
お
よ
び
管
理
費
用
な
ど
全
て
を
京
都
府
が
負
担
す
る
貸
借
契
約
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

契
約
に
よ
り
、
京
都
府
の
負
担
が
以
前
よ
り
増
し
た
と
み
ら
れ
る
。
同
一
二
年
、
京
都
府
は

本
丸
の
み
を
陸
軍
省
に
返
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
費
用
的
な
面
を
考
慮
し
て
返
還
し
た
の
だ

ろ
う
。

　

こ
の
時
、
本
丸
に
は
仮
建
家
八
棟
と
仮
廊
下
が
あ
り
、
う
ち
二
棟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
瓦
葺
で

板
張
の
床
、
戸
が
約
三
〇
枚
、
障
子
が
約
二
〇
枚
、
二
二
八
坪
と
一
一
五
坪
と
い
っ
た
も
の

で
、
大
破
し
た
状
態
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
陸
軍
省
に
返
さ
れ
て
間
も
な
く
処
分
さ
れ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
本
丸
に
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
頃
に
建
て
ら
れ
た
徳

川
慶
喜
（
一
八
三
七
‐
一
九
一
三
）
の
「
居
室
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

（
（1
（

。
こ
の

時
に
取
り
壊
さ
れ
た
仮
建
物
が
、
そ
れ
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
断
定

で
き
な
い
。
ま
た
、
先
述
し
た
大
蔵
省
の
引
き
渡
し
の
際
も
、
大
破
し
た
仮
建
物
を
取
り
壊

す
と
し
た
よ
う
に
、
「
二
条
城
」
を
管
轄
し
た
も
の
は
必
要
に
応
じ
て
仮
建
物
を
建
て
た
り
、

取
り
壊
し
た
り
し
て
、
「
二
条
城
」
を
管
理
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
二
条
城
」
が
存
城
と
な
り
、
そ
の
管

轄
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
存
城
と
は
、
軍
事
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
そ
れ
は
京
都
府
と
の
貸
借
契
約
に
も
「
貸
渡
期
限
中
ト
雖
モ
、
該
地
建
屋
陸
軍
省
ニ
於

テ
入
用
之
節
ハ
、
其
報
知
到
達
当
日
ヨ
リ
日
数
三
十
日
限
リ
取
払
ヘ
キ
事
、
但
、
非
常
ノ
際
、

本
文
ノ
日
限
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
直
ニ
返
付
ヘ
シ

（
（1
（

」
と
、
陸
軍
省
が
必
要
な
時
は
、
三
〇
日
以
内
に
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速
や
か
に
返
す
事
、
ま
た
非
常
の
際
は
直
ち
に
返
却
す
る
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
い
え
る
。
「
二
条
城
」
は
、
陸
軍
省
が
求
め
る
軍
事
目
的
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
可
能

性
を
常
に
は
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
一
五
年
、
京
都
府
は
本
丸
に
囚
獄
を
建
設
す
る
べ
く
、
再
び
借
用
を
願
い
出
た
が
、

許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
丸
に
あ
っ
た
仮
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
た
た
め
、
そ
こ
を
活
用
し
よ

う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
動
き
の
一
方
で
、
第
三
代
京
都
府
知
事
の
北
垣
国
通
は
、

明
治
一
四
年
頃
よ
り
「
二
条
城
」
の
離
宮
化
を
目
指
し
た
。
明
治
一
七
年
、
「
二
条
城
」
が

離
宮
に
定
め
ら
れ
る
と
、
同
年
八
月
八
日
、
陸
軍
省
は
京
都
府
へ
貸
渡
し
て
い
る
ま
ま
、
内

務
省
へ
返
付
し
た

（
（1
（

。

（
３
）
宮
内
省
の
管
轄

　

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
七
月
、
「
二
条
城
」
は
皇
室
の
所
有
す
る
二
条
離
宮
と
な
り
、

宮
内
省
の
管
轄
と
な
っ
た
。
陸
軍
省
の
管
轄
か
ら
離
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
軍
事
に
関
渉
す

る
城
郭
か
ら
の
脱
却
で
あ
り
、
ま
た
宮
内
省
の
管
轄
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
皇
室
の
所

有
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

　

時
を
遡
る
。
離
宮
成
立
以
前
の
一
六
年
九
月
、
宮
内
省
は
、
「
二
条
城
」
が
離
宮
に
な
る

に
あ
た
っ
て
、
陸
軍
省
か
ら
指
図
を
受
け
る
べ
き
か
太
政
官
へ
伺
っ
た
。
太
政
大
臣
三
條
実

美
（
一
八
三
七
‐
九
一
）
が
陸
軍
卿
西
郷
従
道
（
一
八
四
三
‐
一
九
〇
二
）
に
対
し
「
京
都

二
条
城
ヲ
以
テ
離
宮
ト
被
定
之
件
、
其
省
意
見
可
被
申
出
此
段
及
照
会
候
也
」
と
、
離
宮
に

定
め
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
よ
う
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
差
し
支
え
な
い
と
の

返
答
を
得
た

（
（1
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
離
宮
が
成
立
す
る
流
れ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
や
り
取

り
は
、
離
宮
と
な
る
直
前
の
こ
と
で
あ
り
、
形
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
管
轄
が
変
更
す
る
に
あ
た
っ
て
、
宮
内
省
と
陸
軍
省
と
の
間
で
調
整
が
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
年
七
月
二
八
日
、
宮
内
省
が
二
条
離
宮
を
管
轄
す
る
こ
と
が
官
報
に
告
示
さ
れ
、
ま
た

同
日
に
宮
内
省
、
陸
軍
省
、
内
務
省
、
京
都
府
へ
通
達
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
内
務
省
へ
は
、

官
有
地
と
さ
れ
た
二
条
城
の
地
所
六
万
一
千
九
百
四
十
四
坪
一
合
五
夕
を
第
一
種
皇
宮
地
に

組
替
す
る
こ
と
、
京
都
府
へ
は
借
用
の
場
所
を
返
納
し
て
府
庁
を
移
転
す
る
よ
う
に
、
ま
た

移
転
の
期
限
を
宮
内
省
と
打
ち
合
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
同
一
八
年
六
月

五
日
、
京
都
府
庁
は
現
在
地
に
移
さ
れ
た

（
（1
（

。

　

二
条
離
宮
は
、
京
都
に
点
在
す
る
御
所
や
他
の
離
宮
と
共
に
管
理
さ
れ
、
ま
た
、
明
治

二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
世
襲
の
皇
室
財
産
で
あ
る
世
伝
御
料
へ
と
編
入
さ
れ
た

（
（1
（

。
昭
和

一
四
年
（
一
九
三
九
）
、
京
都
市
へ
下
賜
さ
れ
て
元
離
宮
二
条
城
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。

２
．
明
治
時
代
に
成
立
し
た
離
宮
と
「
二
条
城
」
の
離
宮
化

　

離
宮
は
、
皇
居
と
は
別
に
設
け
ら
れ
、
行
幸
な
ど
の
際
に
利
用
さ
れ
た
宮
殿
で
あ
る
。
明

治
に
な
る
と
、
保
養
の
ほ
か
に
公
的
行
事
、
た
と
え
ば
国
賓
の
宿
泊
や
接
待
の
場
所
と
し
て

使
わ
れ
た
こ
と
が
漠
然
と
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
明
治
前
後
の
離
宮
の
あ
り
方
の
変
化
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
徳
川
将
軍
家
に
代
わ

る
統
治
者
と
し
て
、
天
皇
が
据
え
ら
れ
た
た
め
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
皇
室
制
度
が
近
代
的

に
整
備
さ
れ
た
象
徴
の
一
つ
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
の
離
宮
に
つ

い
て
の
実
態
が
総
括
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
研
究
は
な
い
。

　

明
治
以
後
に
定
め
ら
れ
た
離
宮
に
は
、
大
き
く
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
徳
川
家
の
御
浜
御

殿
で
あ
っ
た
浜
離
宮
、
紀
州
藩
邸
を
受
け
継
い
だ
赤
坂
離
宮
、
紀
州
徳
川
家
の
浜
屋
敷
で
あ

っ
た
芝
離
宮
、
有
栖
川
宮
邸
で
あ
っ
た
霞
関
離
宮
、
徳
川
家
の
城
で
あ
っ
た
名
古
屋
離
宮
と

二
条
離
宮
で
あ
る

（
（1
（

。
建
物
な
ど
が
転
用
さ
れ
、
離
宮
と
な
っ
た
も
の
が
多
い
。

　

明
治
一
〇
年
、
明
治
天
皇
（
一
八
五
二
‐
一
九
一
二
）
の
主
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
大

内
保
存
の
後
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
同
一
六
年
、
岩
倉
具
視
（
一
八
二
五
‐
八
三
）
に
よ

り
京
都
皇
宮
保
存
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
「
二
条
城
」
を
離
宮
に
す
る
こ
と
が
進
め
ら
れ

た
（
（1
（

。
岩
倉
の
背
景
に
は
、
「
二
条
城
」
を
離
宮
に
す
る
こ
と
を
願
う
第
三
代
京
都
府
知
事
の

北
垣
国
通
（
一
八
三
六
‐
一
九
一
六
）
が
い
た
。
明
治
十
四
年
に
は
、
北
垣
の
招
き
に
よ

り
岩
倉
が
「
二
条
城
」
を
視
察
し
た
。
ま
た
、
北
垣
の
日
記
『
塵
芥
』
で
「
京
都
御
所
大
修

繕
、
支
庁
設
置
、
二
条
城
・
桂
御
茶
屋
・
修
学
院
御
茶
屋
、
離
宮
ト
定
メ
ラ
レ
、
百
般
ノ
整

理
基
礎
全
ク
立
ツ
」
と
、
御
所
修
繕
や
宮
内
省
京
都
支
庁
の
設
置
、
二
条
、
桂
、
修
学
院
な

ど
を
離
宮
と
す
る
こ
と
に
よ
り
諸
々
の
整
理
の
基
礎
が
で
き
た
と
述
べ
る

（
（2
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
「
二
条
城
」
を
離
宮
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
単
体
に
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
な
く
、
岩

倉
が
主
導
し
た
京
都
皇
宮
保
存
お
よ
び
皇
室
の
近
代
化
と
い
う
視
点
で
見
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
る
。
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条
城
殿
宇
ノ
壮
観
美
麗
、
全
国
無
比
ノ
構
造
建
築
ナ
ル
ニ
、
徒
ラ
ニ
朽
廃
ニ
附
ス
ル
ヲ
歎
シ
、

之
レ
ヲ
離
宮
ト
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
建
白
ス
」
と
記
す
。
「
二
条
城
」
が
、「
非
凡
」「
全
国
無
比
」

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
宮
内
省
の
離
宮
と
な
っ
て
保
存
す
べ
き
だ
と
、
北
垣
は
考
え
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
先
に
挙
げ
た
上
申
書
で
は
、
大
礼
や
外
賓
の
接
遇
を
す
る
場
所
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
。

　

二
条
離
宮
が
成
立
す
る
直
前
の
明
治
一
七
年
六
月
、
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
か
ら
太
政
大
臣

三
條
実
美
へ
、
ま
た
宮
内
省
内
へ
「
海
外
各
国
人
モ
之
ヲ
称
揚
候
場
所
ﾆ
付
自
今
離
宮
ト
被

定
永
ク
御
保
存
可
相
成
候
」
と
外
国
人
も
称
揚
す
る
場
所
な
の
で
、
離
宮
と
な
っ
て
永
く
保

存
す
る
と
伝
え
ら
れ
た

（
（2
（

。
他
の
離
宮
が
国
賓
の
接
待
の
場
所
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
北
垣
の

上
申
も
同
様
の
用
途
が
想
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
二
条
離
宮
が
成
立
す
る
上
で
、
外
国
人
に
対

す
る
意
識
は
重
要
視
さ
れ
た
。

　

明
治
一
九
年
「
日
出
新
聞
」
は
、
二
条
離
宮
が
外
国
の
皇
族
な
ど
の
旅
館
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
報
じ
た

（
（2
（

。
し
か
し
、
二
之
丸
御
殿
が
外
賓
の
休
憩
所
と
さ
れ
た
こ
と
は
あ

っ
た
も
の
の
、
二
条
離
宮
が
そ
の
旅
館
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

３
．
「
二
条
城
」
の
離
宮
へ
の
改
変
工
事

　

徳
川
と
い
う
主
人
を
失
っ
た
「
二
条
城
」
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
様
々
に
管
轄
が
変
わ

っ
た
。
そ
れ
ら
の
管
轄
の
も
と
で
、
寛
永
三
年(

一
六
二
六)

に
整
え
ら
れ
た
「
二
条
城
」

の
姿
が
変
質
す
る
よ
う
な
改
造
が
さ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
宮
内
省
の
手

に
よ
る
修
繕
等
の
工
事
で
も
同
様
で
あ
っ
た

（
（2
（

。

　

例
外
と
し
て
、
大
正
天
皇
の
即
位
式
で
あ
る
大
正
大
礼
の
饗
宴
場
と
な
っ
た
際
、
南
橋
が

掛
け
ら
れ
、
ま
た
現
在
の
清
流
園
に
饗
宴
場
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
二
之
丸
御
殿
の
一
部
も
改

変
が
さ
れ
る
な
ど
、
式
典
会
場
と
し
て
大
規
模
に
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
南
門

や
二
之
丸
御
殿
に
附
属
す
る
ト
イ
レ
な
ど
一
部
を
除
き
、
こ
と
ご
と
く
大
礼
前
の
元
の
姿
に

戻
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
祭
礼
の
た
め
の
一
時
的
な
改
変
で
あ
っ
た

（
（2
（

。
二
条
離
宮
は
、「
二
条
城
」

と
い
う
遺
産
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
形
で
離
宮
の
体
裁
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
「
二
条
城
」
を
保
存
し
つ
つ
、
二
条
離
宮
へ
と
変
化
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ

た
改
変
工
事
に
つ
い
て
触
れ
る
。
そ
れ
は
、
離
宮
と
な
っ
た
後
、
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
の
で
な

　

北
垣
は
、
「
二
条
城
」
を
離
宮
と
す
る
べ
く
、
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
に
対
し
て
、
以
下
の

よ
う
に
上
申
し
た

（
（2
（

。

離
宮
ニ
至
テ
ハ
旧
政
府
及
ヒ
某
等
ノ
遺
蹟
ヲ
論
セ
ス
東
京
存
在
ノ
巨
廈
ニ
就
キ
或
ハ
形

勢
ノ
便
ヲ
択
ヒ
或
ハ
結
構
規
模
ノ
雅
麗
宏
壮
ナ
ル
ニ

取
リ
芝
浜
ヲ
始
メ
追
々
之
ヲ
定
置

セ
ラ
レ
以
テ
外
国
貴
賓
御
接
遇
等
ヲ
挙
行
セ
ラ
レ
タ
リ
（
中
略
）
此
後
臨
時
御
大
礼
ヲ

被
為
行
欤
、
或
ハ
外
賓
御
接
遇
等
ノ
事
無
シ
ト
云
可
ラ
ス
然
ル
ニ

現
今
ノ
大
裡
ハ
周
囲

大
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
其
宮
殿
ニ
至
テ
夲
ト
宏
壮
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
幸
ニ
当
地
存
在
ノ
巨
廈

ニ
シ
テ
之
ニ
適
当
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
唯
二
条
城
ア
ル
ノ
ミ
抑
二
条
城
ハ
慶
長
六
年
徳
川
家

康
ノ
造
営
ニ
係
リ
当
時
勤
王
ノ
大
儀
ニ
周
旋
ス
ル
ノ
処
ニ
シ
テ
復
タ
攻
守
決
戦
ノ
為
ニ

設
置
セ
ル
ニ
非
サ
ル
カ
故
ニ
自
ラ
結
構
雅
簾
ニ
シ
テ
且
ツ
其
規
模
ノ
宏
壮
ナ
ル
実
ニ
内

裡
補
充
ノ
用
ニ
於
テ
ハ
完
全
ノ
勝
場
ト
称
ス
ヘ
シ
（
中
略
）
当
城
ヲ
以
テ
西
京
離
宮
と

被
定
度
候
然
ル
上
ハ
後
来
御
大
礼
ノ
節
ハ
勿
論
外
賓
御
按
遇
ノ
場
所
ト
モ
相
成
又
以
テ

東
西
両
京
対
峙
ノ
権
衡
ヲ
得
ル
（
中
略
）
昧
死
々
々
頓
首
謹
白

離
宮
は
、
旧
政
府
や
誰
の
遺
跡
か
を
論
じ
る
の
で
な
く
、
東
京
に
存
在
す
る
大
き
な
建
物
、

あ
る
い
は
そ
の
情
勢
の
良
い
も
の
を
選
び
、
あ
る
い
は
規
模
が
華
麗
壮
大
な
芝
、
浜
か
ら
始

ま
り
、
追
々
こ
れ
を
置
か
れ
、
外
国
の
貴
賓
を
接
遇
す
る
こ
と
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
臨
時
御
大
礼
や
外
賓
の
按
遇
等
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
で
、
現
在
の
内

裏
は
周
囲
が
大
き
い
が
、
そ
の
宮
殿
は
さ
ら
に
壮
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
、
当
地

に
存
在
す
る
大
き
な
建
物
で
適
当
と
な
る
「
二
条
城
」
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
二
条
城
」
は
、

徳
川
家
康
の
造
営
で
朝
廷
と
の
儀
式
を
仲
立
ち
す
る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
戦
う
た
め
に
置
か

れ
た
の
で
な
い
た
め
、
そ
れ
自
身
が
雅
麗
で
規
模
は
壮
大
、
内
裏
を
補
充
す
る
に
は
完
全
な

場
所
だ
と
い
え
る
。
「
二
条
城
」
を
西
京
の
離
宮
と
定
め
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
御
大

礼
の
節
は
も
ち
ろ
ん
、
外
賓
御
按
遇
の
場
所
と
も
な
り
、
ま
た
東
西
両
京
対
峙
の
権
衡
が
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
び
を
「
昧
死
昧
死
頓
首
謹
白
」
と
、
死

を
顧
み
ず
あ
え
て
申
し
上
げ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
垣
の
切
実
さ
が
伝
わ
る
。
宮
内

卿
へ
の
こ
の
上
申
は
、こ
の
時
「
二
条
城
」
を
管
轄
す
る
陸
軍
省
の
陸
軍
卿
大
山
巌
（
一
八
四
二

-

一
九
一
六)

へ
も
伝
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
北
垣
は
日
記
に
「
非
凡
ノ
殿
宇
ニ
シ
テ
三
百
年
ノ
星
霜
ヲ
経
タ
ル
者
ニ
付
、
宮
内

省
御
所
有
ノ
離
宮
ト
ナ
リ
、
永
久
御
保
存
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
具
状
ス
」
ま
た
「
国
通
曩
キ
ニ
二
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く
、
段
階
を
追
っ
て
徐
々
に
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）
明
治
一
八
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
の
修
理

　

離
宮
に
な
る
と
程
な
く
、
宮
内
省
の
手
に
よ
っ
て
二
条
離
宮
は
修
繕
さ
れ
た
。
こ
の
時
の

修
理
は
、
二
之
丸
御
殿
の
各
棟
お
よ
び
城
内
の
門
、
高
塀
、
長
屋
蔵
な
ど
を
修
理
し
、
ま
た

そ
の
他
の
大
破
の
建
物
を
取
払
う
も
の
だ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
外
廓
に
巡
査
交
番
所
を
二
ケ

所
設
け
、
表
門
と
堀
際
の
二
ケ
所
に
照
夜
燈
を
四
基
建
設
し
、
石
垣
を
修
繕
す
る
こ
と
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
、
土
塁
を
煉
瓦
塀
に
変
え
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ

は
実
現
し
な
か
っ
た

（
（2
（

。
ま
た
、
唐
門
と
車
寄
は
、
瓦
葺
か
ら
檜
皮
葺
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
。

重
量
の
あ
る
瓦
屋
根
を
支
え
る
仮
柱
を
な
く
す
こ
と
で
、
馬
車
の
通
行
を
よ
り
安
全
な
も
の

に
す
る
た
め
、
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
二
之
丸
御
殿
の
修
理
は
、
柱
の
根
元
部
分
の
朽
腐
の
根
継
、
屋
根
瓦
の
苔
落
、

戸
襖
や
障
子
、
襖
や
壁
張
付
、
天
井
張
付
、
床
板
、
飾
金
物
、
襖
引
手
等
の
汚
れ
落
と
し
、

屋
根
の
修
繕
、
ま
た
不
足
品
を
補
充
し
な
が
ら
損
傷
し
た
張
付
や
戸
袋
な
ど
を
繕
う
こ
と
が

さ
れ
た
。
廊
下
に
は
、
大
蔵
省
印
刷
局
の
壁
紙
が
貼
ら
れ
た
。
ま
た
、
漆
塗
の
天
井
や
襖
、

框
な
ど
に
漆
拭
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
部
屋
内
の
床
板
が
敷
居
面
に
張
り
直
さ
れ
た
。
特
に
、

床
下
の
腐
食
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
そ
こ
に
重
点
が
置
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
時
の
修
理
は
、
「
二
条
城
」
の
遺
産
を
美
し
く
整
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
も
、
離
宮
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
施
さ
れ
た
も
の
を
以
下
に
挙
げ
る
。

（
ア
）
絨
毯
の
敷
き
込
み

　

二
之
丸
御
殿
の
部
屋
内
は
、
元
々
、
畳
が
敷
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
の
修
理
で
変
更
が

加
え
ら
れ
た
。
床
板
が
敷
居
の
近
く
に
張
り
直
さ
れ
、
「
二
条
離
宮
ハ
総
テ
板
敷
ニ
決
定
シ

タ
リ

（
（2
（

」
と
、
畳
が
取
り
除
か
れ
て
板
敷
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
に
伝
わ

る
床
面
か
ら
推
測
す
る
と
、
板
敷
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
床
材
で
な
い
と
思

わ
れ
、
ま
た
床
板
と
敷
居
に
段
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
板
敷
の
上
に
絨
毯
ま
た
は
薄
縁
な
ど

を
敷
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
二
八
日
、
「
日
出
新
聞
」
は
、
「
仏
国
里
昴
府
へ
注
文
し

た
る
絨
毯
を
敷
詰
め
ら
る
る
事
に
な
る
よ
し

（
（2
（

」
と
、
絨
毯
を
敷
き
詰
め
る
た
め
フ
ラ
ン
ス
の

リ
ヨ
ン
に
注
文
し
た
こ
と
を
報
じ
た
。
し
か
し
、
同
二
三
年
に
白
書
院
に
は
畳
が
敷
か
れ
て

お
り
、
実
際
に
絨
毯
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
同
二
七
年
二
月
に
は
薄
縁
を
敷

く
こ
と
と
な
っ
た

（
（2
（

。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
大
正
大
礼
の
際
、
廊
下
を
含
め
て
全
面
が

絨
毯
張
り
と
な
っ
た
。
同
五
年
に
は
廊
下
の
絨
毯
が
全
て
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
部
屋
内
だ
け

に
絨
毯
が
残
さ
れ
た
よ
う
だ
。
同
八
年
に
は
黒
書
院
一
之
間
、
二
之
間
、
三
之
間
に
敷
か
れ

て
い
た
絨
毯
が
撤
去
さ
れ
、
薄
縁
が
敷
か
れ
た
。
同
九
年
に
は
、
二
之
丸
御
殿
内
に
敷
か
れ

て
い
た
絨
毯
が
全
て
撤
去
さ
れ
た

（
（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
床
面
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
模
索
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
ま

た
部
屋
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
状
況
は
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

次
に
、
写
真
で
そ
の
様
子
を
確
認
す
る
。

　

「
二
条
・
桂
両
離
宮
写
真

（
（3
（

」
は
、
い
つ
の
時
点
の
も
の
か
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。
遠
侍
一
、
二
、
三
之
間
、
勅
使
之
間
の
上
段
下
段
、
式
台
之
間
、
大
広
間
一
、
二
、

三
之
間
、
黒
書
院
一
、
二
之
間
、
白
書
院
一
、
二
、
三
之
間
に
絨
毯
が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
。

　

「
二
条
離
宮
（
写
真
帳
）
／
大
正
・
昭
和
」
も
同
様
に
、
撮
影
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
黒
書
院
一
、
二
之
間
は
大
正
八
年
に
絨
毯
が
撤
去
さ
れ

て
薄
縁
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
写
真
帳
で
そ
の
様
子
が
確
認
で
き
る
た
め
、
大
正
八
年
以
後

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
こ
の
写
真
で
は
、
遠
侍
一
之
間
、
勅
使
之
間
、
式
台
之

間
、
大
広
間
一
、
二
之
間
、
黒
書
院
四
之
間
に
、
絨
毯
が
敷
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
昭
和
七
年(

一
九
三
二)

に
刊
行
さ
れ
た
『
二
条
離
宮
御
写
真
及
実
測
図

（
（3
（

』
で
は
、

絨
毯
が
敷
か
れ
て
い
た
遠
侍
一
之
間
、
勅
使
之
間
、
式
台
之
間
、
大
広
間
上
段
・
下
段
、
黒

書
院
四
之
間
が
薄
縁
敷
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

離
宮
に
な
っ
た
後
、
部
屋
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
床

面
は
板
敷
か
ら
絨
毯
へ
、
そ
し
て
薄
縁
へ
と
変
え
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
、
特
に
、
絨
毯
が
敷

か
れ
る
と
い
う
洋
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
外
国
人
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
皇

室
の
国
際
化
に
則
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
、
薄
縁
へ
と
変
え
ら
れ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

（
イ
）
明
治
一
九
年
白
書
院
の
改
変

　

二
之
丸
御
殿
の
中
に
は
、
到
る
所
に
か
つ
て
の
主
人
、
徳
川
家
の
家
紋
で
あ
る
葵
紋
が
散

り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
二
之
丸
御
殿
の
最
も
奥
に
位
置
す
る
白
書
院
も
、
同
様
の
設
え
が
さ

れ
て
い
た
。
白
書
院
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
主
人
の
御
座
所
と
な
っ
た
場
所
で
、
離
宮
成
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立
以
後
も
同
様
の
使
い
方
が
想
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
主
人
で
あ
る
天
皇
が
く
つ

ろ
ぐ
白
書
院
に
、
葵
紋
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
明
治
一
九
年
、
明
治
天
皇
を
迎
え
る
準
備
と

し
て
、
二
之
丸
御
殿
の
中
で
白
書
院
だ
け
は
、
格
天
井
や
帳
台
構
と
い
っ
た
室
内
に
散
り
ば

め
ら
れ
た
葵
紋
の
金
具
が
、
皇
室
の
象
徴
で
あ
る
菊
紋
に
変
え
ら
れ
た

（
（3
（

。
ま
た
、
襖
の
引
き

手
金
具
も
菊
紋
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、
史
料
で
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
れ
も
同
時
期
に

変
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
天
皇
の
御
座
所
と
な
る
白
書
院
に
、
政
権
が
交
代
し
た
こ
と

が
象
徴
的
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
菊
紋
へ
の
改
変
工
事
は
、
葵
紋
の
上
に
同
じ
大
き
さ
の
菊
紋
を
重
ね
る
こ
と
で

違
和
感
な
く
、
そ
れ
を
隠
す
も
の
だ
っ
た
。
帳
台
構
は
、
こ
の
時
に
菊
紋
の
飾
り
金
具
が
取

り
付
け
ら
れ
た
も
の
の

（
（3
（

、
い
つ
の
時
点
か
不
明
だ
が
菊
紋
が
外
さ
れ
、
現
在
は
葵
紋
が
露
出

し
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
、
一
之
間
の
天
井
の
飾
り
金
具
の
所
々
に
、
葵
紋
が
露
出
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
一
月
三
〇
日
、
明
治
天
皇
は
二
条
離
宮
へ
行
幸
し
た
。
「
日

出
新
聞
」
は
、
こ
の
時
の
様
子
を
「
大
手
門
よ
り
入
り
、
車
寄
よ
り
昇
殿
。
黒
書
院
・
白
書

院
を
経
て
、
西
の
御
座
間
に
て
休
憩
。
こ
の
玉
座
で
昼
食
を
食
べ
、
本
丸
旧
天
主
台
辺
を
巡

覧
。
再
び
玉
座
に
就
き
、
暫
く
休
憩
し
て
、
還
御
の
節
、
間
ご
と
を
見
学
、
白
書
院
に
は
大

徳
寺
什
宝
の
牧
渓
の
筆
、
猿
猴
及
び
龍
虎
の
図
を
始
め
、
六
・
七
幅
を
見
学
の
上
還
御
。
」
と

報
じ
た

（
（3
（

。
こ
の
う
ち
「
西
の
御
座
間
」
と
は
、
白
書
院
を
過
ぎ
た
西
の
御
座
之
間
と
も
読
め

る
が
、
こ
の
時
期
に
白
書
院
の
西
に
建
物
は
な
い

（
（3
（

。
西
に
位
置
す
る
御
座
所
と
い
う
意
味
に

も
取
れ
る
た
め
、
白
書
院
の
一
之
間
が
御
座
所
と
な
り
、
二
か
ら
四
之
間
が
天
覧
の
場
と
し

て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
明
治
二
六
年
か
ら
二
七
年
桂
宮
御
殿
の
移
築
と
そ
れ
に
伴
う
二
之
丸
御
殿
の
改
変

（
ア
）
桂
宮
御
殿
の
移
築

　

明
治
二
六
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、
御
所
の
北
に
あ
っ
た
桂
宮
御
殿
が
空
地
に
な
っ
て

い
た
本
丸
に
移
築
さ
れ
た
。
い
つ
、
こ
の
構
想
が
生
ま
れ
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
同
一
六
年
に
岩
倉
が
提
出
し
た
京
都
皇
宮
保
存
の
意
見
書
で
、「
二

条
城
」
を
離
宮
に
す
る
こ
と
と
、
桂
宮
御
殿
を
保
存
す
る
こ
と
は
、
別
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
離
宮
と
な
っ
た
明
治
一
七
年
の
時
点
で
、
桂
宮
御
殿
を
本
丸
へ
移
築
す
る
と
い

う
構
想
が
あ
っ
た
と
は
、
考
え
に
く
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
二
六
年
に
桂
宮
御
殿
は
、
本

丸
御
殿
と
な
る
べ
く
移
築
さ
れ
た
。

　

四
親
王
家
の
一
つ
で
あ
る
桂
宮
家
は
、
徳
川
の
城
「
二
条
城
」
と
歴
史
的
に
、
ほ
ぼ
接
点

が
な
く
、
本
丸
に
桂
宮
御
殿
を
移
築
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
異
物
の
移
植
で
あ
っ
た
。
武
家

の
象
徴
で
あ
っ
た
「
二
条
城
」
に
、
皇
室
と
つ
な
が
り
の
深
い
桂
宮
御
殿
を
移
築
す
る
こ
と

で
、
二
条
離
宮
が
よ
り
皇
室
と
ゆ
か
り
の
深
い
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
桂
宮
御
殿
を
移
築
す
る
目
的
と
し
て
、「
明
治
天
皇
紀
」
は
、
明
治
天
皇
の
「
思

召
」
で
本
丸
に
移
築
し
、
「
先
朝
の
遺
跡
を
保
存
」
す
る
と
記
す

（
（3
（

。
「
二
条
城
」
を
離
宮
と
す

る
こ
と
で
保
存
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
保
存
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
共
通

点
が
見
い
だ
せ
る
。

　

桂
宮
御
殿
の
移
築
工
事
は
、
そ
の
主
要
部
分
の
建
物
が
移
築
さ
れ
、
さ
ら
に
大
膳
職
東
脇

と
車
寄
の
西
北
に
便
所
が
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
西
側
の
本
丸
入
口
の
大
破
し
て
い
た
橋
が
架

け
替
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
高
低
差
を
石
段
で
解
消
す
る
東
側
の
入
口
で
は
、
馬
車
や
人
力

車
で
車
寄
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
、
あ
ら
か
じ
め
馬
車
な
ど
が
使
え
る
よ
う
準

備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
移
築
時
に
は
、
保
存
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
使
用
が

想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

二
条
離
宮
は
、
迎
賓
な
ど
の
た
め
、
二
之
丸
御
殿
以
外
に
活
用
す
る
た
め
の
施
設
が
必
要

と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
離
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
施
設
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
桂
宮
御
殿
で
、
移
築
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
他
の
離
宮

と
同
様
に
旧
来
の
建
物
を
転
用
し
て
活
用
す
る
と
い
う
当
時
の
気
風
に
合
う
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
、
二
之
丸
御
殿
は
、
迎
賓
施
設
に
改
造
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
姿
が
保
存
さ
れ
た
。　

そ
の
後
、
本
丸
御
殿
は
皇
太
子
ら
の
宿
泊
所
と
し
て
使
わ
れ
た
。
離
宮
の
様
相
を
伝
え
る
『
明

治
工
業
史

（
（3
（

』
は
、
皇
室
の
宮
殿
を
実
用
と
非
実
用
に
分
け
て
整
理
し
て
お
り
、
二
条
離
宮
の

本
丸
御
殿
を
、
「
実
用
的
建
造
物
」
、
二
之
丸
御
殿
を
「
非
実
用
建
造
物
」
と
し
た
。
離
宮
と

し
て
活
用
す
る
た
め
の
本
丸
御
殿
と
、
「
二
条
城
」
を
色
濃
く
残
す
二
之
丸
御
殿
か
ら
、
二

条
離
宮
の
活
用
と
「
二
条
城
」
保
存
の
意
図
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

（
イ
）
破
風

　

桂
宮
御
殿
の
移
築
と
共
に
行
わ
れ
た
の
が
、
二
之
丸
御
殿
の
各
棟
の
破
風
に
付
け
ら
れ
た

飾
り
金
物
の
家
紋
の
変
更
で
あ
っ
た
。
特
に
、
圧
倒
的
な
大
き
さ
を
誇
る
遠
侍
は
、
玄
関
に

面
し
て
お
り
、
二
之
丸
御
殿
の
主
人
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
す
る
破
風
の
飾
り
金
具
は
、
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二
条
離
宮
は
、
皇
太
子
ら
の
宿
泊
所
と
い
う
本
来
の
離
宮
と
し
て
の
役
割
と
、
観
光
名
所

と
い
う
役
割
を
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
行
啓
時
の
宿
泊
所

　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
、
後
の
大
正
天
皇
で
あ
る
嘉
仁
皇
太
子
が
学
習
の
た
め
の
地

方
行
啓
を
は
じ
め
る
と
、
本
丸
御
殿
は
宿
泊
所
と
な
り
、
度
々
、
皇
太
子
を
迎
え
た
。
そ
れ

は
、
後
の
昭
和
天
皇
で
あ
る
裕
仁
皇
太
子
へ
も
受
け
継
が
れ
、
約
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
使

用
さ
れ
た
。
皇
太
子
だ
け
で
な
く
皇
子
も
宿
泊
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
天
皇
が
宿
泊
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
正
大
礼
の
際
に
も
皇
太
子
等
の
宿
泊
所
と
な
っ
て
お
り
、
二
条
離
宮

は
、
天
皇
の
い
る
御
所
に
対
し
、
皇
太
子
等
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま

た
、
通
常
は
本
丸
御
殿
で
行
わ
れ
た
皇
太
子
ら
へ
の
拝
謁
を
、
二
之
丸
御
殿
で
行
う
こ
と
が

あ
っ
た

（
（4
（

。

（
２
）
拝
観
者
へ
の
公
開

　

二
条
離
宮
の
公
開
は
、
離
宮
と
な
っ
て
間
も
な
く
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
は
じ
め
宮

内
省
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
れ
が
昭
和
七
年
頃
に
は
許
可
が
不
要
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
拝
観
料
が
必
要
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
御
殿
を
拝
観
す
る
に
は
、
別
料
金
を
要
し
た

（
（4
（

。
二

条
離
宮
の
拝
観
者
の
受
け
入
れ
方
は
、
離
宮
で
あ
っ
た
時
代
を
通
し
て
同
じ
で
な
く
、
変
化

し
た
よ
う
だ
。

　

明
治
二
五
年
に
は
外
国
人
の
拝
観
者
が
増
加
し
、
言
葉
が
通
じ
ず
、
指
示
に
従
わ
な
い
こ

と
が
あ
る
の
で
、
係
員
に
外
国
語
を
教
え
る
か
、
ま
た
は
外
国
語
の
で
き
る
も
の
を
新
た
に

任
用
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
た
。
同
年
、
拝
観
者
は
八
ヵ
月
ほ
ど
で
四
三
二
人
、
昭
和
一
一

年(

一
九
三
六)

に
六
五
〇
一
五
人
を
迎
え
た

（
（4
（

 

。

　

外
国
か
ら
の
貴
賓
は
、
大
正
一
一
年(

一
九
二
二)

ま
で
に
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
五
〇

名
ほ
ど
が
訪
れ
た

（
（4
（

。
二
条
離
宮
を
訪
れ
る
際
に
円
山
也
阿
彌
楼
な
ど
に
宿
泊
し
、
二
条
離
宮

に
宿
泊
す
る
こ
と
は
な
っ
た
が
、
時
に
、
二
之
丸
御
殿
が
そ
の
休
憩
所
と
し
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
は
あ
っ
た
。

　

国
内
外
の
人
は
、
何
を
求
め
て
二
条
離
宮
に
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
、

二
条
離
宮
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
探
り
た
い
。

（
ア
）
外
国
人
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

こ
こ
で
、
い
っ
た
ん
世
界
情
勢
に
目
を
向
け
る
。
時
を
遡
り
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

来
訪
者
が
必
ず
目
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

葵
紋
を
菊
紋
に
変
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
内
外
国
人
拝
観
モ
不
少
場
所
ニ
シ
テ
尤
モ
注

意
ヲ
容
候
」
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
注
意
を
払
い
、
京
都
市
美
術
学
校
に
そ
の
図
案
を
送
付
し
、

加
筆
を
依
頼
し
た

（
（3
（

。
こ
の
飾
り
金
物
の
変
更
は
、
訪
れ
た
も
の
に
政
権
交
代
が
象
徴
的
に
示

さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

明
治
二
六
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
遠
侍
、
大
広
間
、
式
台
、
蘇
鉄
之
間
、
二
九
年
に
黒

書
院
及
び
御
清
所
と
、
破
風
の
飾
り
金
物
が
順
を
追
っ
て
変
え
ら
れ
た

（
（4
（

。

（
ウ
）
明
治
三
一
年
以
降
の
二
之
丸
御
殿
の
廊
下
天
井
画
改
変

　

二
之
丸
御
殿
の
廊
下
の
障
壁
画
は
、
外
気
や
光
の
影
響
な
ど
を
強
く
受
け
る
た
め
傷
み
や

す
く
、
寛
永
期
に
描
か
れ
た
障
壁
画
は
取
り
外
さ
れ
、
幕
末
に
は
白
張
に
な
っ
て
い
た
。
明

治
三
一
年
以
降
、
二
之
丸
御
殿
の
廊
下
の
天
井
画
と
長
押
上
貼
付
は
、
新
た
に
制
作
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
離
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
改
修
す
る
べ
く
お
こ
な
わ
れ
た
。
制
作
監
督
は
、
明
治

二
一
年
に
完
成
し
た
明
治
宮
殿
の
室
内
装
飾
制
作
を
監
督
し
た
帝
国
京
都
博
物
館
（
現
京
都

国
立
博
物
館
）
館
長
の
山
高
信
離
（
一
八
四
二-

一
九
〇
七
）
で
、
平
家
納
経
と
正
倉
院
宝

物
を
参
照
し
た
明
治
宮
殿
障
壁
画
の
意
匠
と
技
法
が
「
二
条
離
宮
」
に
受
け
継
が
れ
た

（
（4
（

。

　

改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
明
治
三
一
年
は
、
嘉
仁
皇
太
子(

後
の
大
正
天
皇)

が
二
条
離
宮

に
一
カ
月
ほ
ど
滞
在
し
た
年
で
、
二
之
丸
御
殿
も
以
後
の
活
用
が
見
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
工
事
は
、
三
五
年
に
か
け
て
、
白
書
院
、
黒
書
院
、
蘇
鉄
之
間
、
大
広
間
、
式
台
、
遠

侍
と
順
を
追
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
障
壁
画
の
改
修
は
、
損
傷
の
激
し
か
っ
た

だ
ろ
う
廊
下
廻
り
を
整
え
、
か
つ
障
壁
画
の
画
題
を
皇
室
に
由
来
す
る
も
の
に
改
変
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、
二
之
丸
御
殿
の
中
に
、
皇
室
の
要
素
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

４
．
二
条
離
宮
の
活
用

　

二
条
離
宮
は
、
「
二
条
城
」
の
遺
産
を
保
存
し
つ
つ
、
皇
太
子
ら
の
宿
泊
所
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。
そ
の
日
常
的
な
管
理
は
、
宮
内
省
主
殿
寮
が
中
心
と
な
り
、
内
匠
寮
と
協
力
し
て

行
わ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
宿
泊
所
と
な
っ
て
い
な
い
時
に
、
拝
観
者
を
受
け
入
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
皇
太
子
ら
の
宿
泊
中
、
関
係
者
以
外
は
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
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に
ス
エ
ズ
運
河
が
開
通
す
る
と
、
世
界
の
交
通
と
貿
易
に
革
命
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
世
界
で

初
め
て
の
旅
行
会
社
で
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
社
が
同
四
年
に
設
立
さ

れ
、
大
量
輸
送
、
大
衆
観
光
の
時
代
が
訪
れ
た

（
（4
（

。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
な
い
時
代
の
、

か
つ
て
の
旅
行
者
に
と
っ
て
、
旅
行
先
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ロ
ン
ド
ン
の
マ
レ
ー
社
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

で
、
天
保
六
年(

一
八
三
五)

か
ら
大
正
二
年(

一
九
一
三)

ま
で
版
を
重
ね
て
続
け
ら
れ

た
。
日
本
を
紹
介
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
クA H

andbook for Travellers in Japan

（
（4
（

は
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
の
一
部
で
あ
る
。

　

こ
の
本
の
第
四
版
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
一
八
五
〇
‐
一
九
三
五
）
と
メ
イ
ソ
ン
（
一
八
五
四

‐
一
九
二
三
）
に
よ
っ
て
明
治
三
一
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
二
条
城
」は
、「
こ

の
宮
殿
は
、
内
部
は
黄
金
色
の
夢
の
よ
う
な
美
し
さ
で
、
外
観
は
日
本
の
要
塞
の
良
い
見
本

で
あ
る
。
」と
紹
介
さ
れ
る
。
特
に
、
二
之
丸
御
殿
の
部
屋
の
様
子
に
多
く
の
文
字
数
を
割
き
、

彫
刻
や
障
壁
画
な
ど
の
素
晴
ら
し
さ
が
詳
細
に
伝
え
ら
れ
、
礼
賛
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
当
時
、
古
美
術
品
を
損
傷
す
る
こ
と
が
文
明
と
「
進
歩
」
の

象
徴
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
二
条
離
宮
が
修
復
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た

の
は
、
明
治
一
八
年(

一
八
八
五)

か
ら
同
一
九
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
、
こ
の
時
、
ほ
と

ん
ど
の
場
所
で
徳
川
将
軍
家
の
紋
章
の
代
わ
り
に
十
六
弁
菊
の
御
紋
が
用
い
ら
れ
た
。
」
と

記
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
明
治
二
六
年(

一
八
九
三)

に
日
本
に
お
い
て
貴
賓
会
が
設
立
さ
れ
、
外
国
の
貴

賓
の
誘
致
が
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
、
大
正
元
年(

一
九
一
二)

に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
で
、
賓
客
か
ら
中
産
階
級
へ
、
す
な
わ
ち
少
人
数
か
ら
大

人
数
へ
と
対
象
が
移
行
し
た
。
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
進
ん
だ
こ
と
も
、
こ
れ
を
可
能
と

し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、SIG

H
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（
（4
（

を
同
八

年
に
販
売
し
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
ま
で
に
三
版
を
重
ね
た

　

同
書
は
、
「
二
条
城
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
二
条
離
宮
は
大
和
の
国
の
誇

り
で
あ
り
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
最
後
を
結
ぶ
。
称
賛

す
る
一
方
で
、
「
西
洋
文
明
を
丸
呑
み
し
、
自
国
の
美
術
を
蔑
ろ
に
し
、
外
来
の
好
ま
し
く

な
い
も
の
を
大
量
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
不
届
き
な
役
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
絵
画
や

金
工
品
の
数
々
が
修
復
不
可
能
な
ほ
ど
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
に
も
、
明
治
一
七

年(

一
八
八
四)

七
月
に
離
宮
と
な
り
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
に
徹
底
的
に
改
修
さ
れ
た
。
」

と
離
宮
に
な
っ
て
、
「
二
条
城
」
が
保
存
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。

　

世
界
で
は
、
嘉
永
四
年(

一
八
五
一
）
に
国
際
博
覧
会
が
始
ま
る
な
ど
、
美
術
に
対
す
る

意
識
の
高
ま
り
が
顕
著
で
あ
り
、
日
本
は
、
そ
れ
に
遅
れ
な
が
ら
も
、
殖
産
興
業
と
と
も
に

美
術
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。
離
宮
と
な
り
「
二
条
城
」
が
修
復
さ
れ
て
保
存
さ
れ
た
こ
と

は
、
世
界
的
に
見
て
も
称
賛
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
二
条
離
宮
の
魅
力
が
世
界
に
紹
介
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

（
イ
）
日
本
人
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

明
治
、
大
正
、
昭
和
時
代
、
国
内
旅
行
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
数
多
く
出
版
さ
れ
て

お
り
、
全
体
数
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
中
で
、
可
能
な
限
り
京
都
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
収
集
、
分
類
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
こ
で
二
条
離
宮
が
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
い
か
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
一
つ
の
傾
向

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
明
治
二
八
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
第
四
回
内
国
博
覧
会

が
京
都
で
開
催
さ
れ
る
た
め
、
旅
行
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
だ

（
（4
（

。
ま

た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
け
る
全
体
の
共
通
点
は
、
主
に
歴
史
的
な
変
遷
が
記
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
二
条
城
の
原
点
を
織
田
信
長
に
す
る
も
の
と
、
徳
川
家
康
に
す
る
も
の
と
に
分
か

れ
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
信
長
が
足
利
義
昭
の
た
め
に
築
城
し
た
「
二
条
城
」
は
別
の
場

所
で
あ
る
が
、
と
も
に
「
二
条
城
」
と
呼
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
混
乱
が
生
じ
た
と
み
ら
れ

る
。
そ
れ
は
大
正
時
代
を
過
ぎ
て
も
、
家
康
築
城
と
混
在
し
た
。
版
元
の
一
つ
で
あ
る
風
月

堂
は
、
明
治
一
三
年
の
出
版
以
来
、
信
長
築
城
と
し
た
が
、
明
治
四
二
年
『
京
都
名
勝
帖
』
（
表

２
№
25
）
で
、
和
文
は
家
康
築
城
、
英
文
は
信
長
築
城
と
し
、
修
正
を
図
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
に
入
る
と
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
出
て
き
た
。

　

当
初
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
築
城
、
大
政
奉
還
、
太
政
官
代
、
府
庁
な
ど
、
そ
の
歴
史
的

経
緯
が
淡
々
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
離
宮
に
な
る
と
、
そ
の
情
報
が
付
け
加
え
ら
れ

た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
歴
史
的
な
経
緯
だ
け
で
な
く
、
御
殿
や
障
壁
画
、
庭
園
な
ど
に

触
れ
、
「
拝
観
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
「
燦
然
た
る
大
殿
」
な
ど
、
著
者
の
主
観
が
加
え
ら
れ
、

そ
の
美
術
的
価
値
が
賞
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
条
離
宮
の
み
ど
こ
ろ
は
、
そ
の
長
い

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
の
美
術
的
な
価
値
も
広
く
紹
介
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さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
国
内
で
も
高
ま
る
美
術
的
な
関
心

は
、
二
条
離
宮
に
も
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
大
正
一
一
年
よ
り
版
を

重
ね
た
『
観
光
の
京
都

（
（5
（

』
（
表
２
№
37
）
に
は
、
「
今
や
皇
室
の
も
の
と
な
っ
て
、
永
く
そ
の

美
を
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」
と
あ
り
、
「
二
条
城
」
が
、
二
条
離
宮
に
な
っ
た
か
ら

こ
そ
保
存
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
る
。

　

国
内
の
美
術
的
な
関
心
の
高
ま
り
は
、
二
条
離
宮
へ
の
称
賛
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
二
条
城
」
を
保
存
し
た
皇
室
へ
の
称
賛
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

「
二
条
城
」
は
、
徳
川
と
い
う
主
人
を
失
っ
た
後
か
ら
離
宮
に
な
る
ま
で
の
間
、
太
政
官

代
や
府
庁
な
ど
、
時
の
流
れ
と
共
に
管
轄
が
変
わ
っ
た
。
特
に
、
城
郭
で
あ
る
「
二
条
城
」

を
軍
事
的
に
利
用
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
陸
軍
省
の
管
轄
か
ら
、
皇
室
の
離
宮
と

し
て
宮
内
省
の
管
轄
と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、

軍
事
拠
点
と
し
て
の
城
郭
か
ら
の
脱
却
で
あ
っ
た
。

　

二
条
離
宮
は
、
日
本
が
近
代
化
を
進
め
る
な
か
で
、
外
国
人
の
目
線
を
意
識
し
、
ま
た
国

内
外
で
の
美
術
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
呼
応
す
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
。
皇
室
の
離
宮
に

な
る
こ
と
で
、「
二
条
城
」
の
修
繕
や
管
理
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
遺
産
が
保
存
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
二
条
城
」
の
遺
跡
を
変
質
す
る
よ
う
な
改
造
は
行
わ
れ
ず
、
飾
り
金
具
の
葵
紋
を
菊
紋
に

変
え
る
な
ど
し
て
、
離
宮
と
し
て
の
整
備
が
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
の
統
治
者
で
あ
る

皇
太
子
ら
の
宿
泊
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
新
た
な
価
値
が
加
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
宿
泊
所
と
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
拝
観
を
許
し
た
。
離
宮
と
し
て

の
役
割
と
、
観
光
名
所
と
し
て
の
役
割
と
い
う
二
つ
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
条
離
宮
は
、
「
二
条
城
」
と
い
う
遺
産
を
保
存
、
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
皇

室
の
近
代
化
を
象
徴
し
つ
つ
、
現
在
へ
と
「
二
条
城
」を
伝
え
る
架
け
橋
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。

【
注
】

（
1
）�

本
稿
で
は
二
条
離
宮
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
、
混
乱
を
避
け
る
べ
く
離
宮
以
前
を
「
二
条
城
」

と
記
す
。
ま
た
、
「
二
条
城
」
と
は
、
寛
永
三
年
の
後
水
尾
天
皇
の
行
幸
に
際
し
、
西
に
城

域
が
拡
張
さ
れ
る
な
ど
し
て
整
え
ら
れ
た
も
の
を
指
す
。

（
2
）�『
元
離
宮
二
条
城
』（
小
学
館
、
一
九
七
四
年
）
、
高
木
博
志
『
近
代
天
皇
制
と
古
都
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
六
年
）
、
中
谷
至
宏
「
象
徴
の
場
、
維
新
後
の
二
条
城
」
『
江
戸
東
京
博
物
館
二
〇
周

年
記
念
二
条
城
展
』（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
編
、
二
〇
一
二
年)

、

拙
著
「
二
条
離
宮
本
丸
へ
の
桂
宮
御
殿
移
築
と
行
幸
・
行
啓
の
一
考
察
」
『
研
究
紀
要 

元
離

宮
二
条
城
』
（
第
二
号
、
京
都
市
文
化
市
民
局
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
、
二
〇
二
三
年
）
、「
二

条
離
宮
本
丸
御
殿
に
お
け
る
行
幸
行
啓
の
準
備
と
そ
の
使
用
」『
研
究
紀
要 

元
離
宮
二
条
城
』

（
第
三
号
、
京
都
市
文
化
市
民
局
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
、
二
〇
二
四
年
）
ほ
か
。
以
下
、

離
宮
や
桂
宮
御
殿
の
移
築
に
関
す
る
も
の
は
、
拙
著
を
出
典
と
す
る
。

（
3
）�『
平
成
三
〇
年
度
史
跡
旧
二
条
離
宮
（
二
条
城
）
保
存
活
用
計
画
策
定
に
係
る
歴
史
調
査
業

務
報
告
書
（
概
要
版
）
』
（
（
株
）
シ
ィ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ア
イ
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
、
『
史
跡

旧
二
条
離
宮
（
二
条
城
）
保
存
活
用
計
画
』
（
京
都
市
文
化
市
民
局
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
、

二
〇
二
〇
年
三
月
、
以
下
『
保
存
活
用
』
と
す
る
。)

（
4
）�「
二
条
城
ヲ
太
政
官
代
ト
為
シ
尚
ホ
尾
張
藩
ヲ
シ
テ
警
衛
セ
シ
ム
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
、
以
下JACAR

と
記
す
）Ref.A

15070744000

、
国
立
公
文
書
館
）

（
5
）�「
二
条
城
ヲ
京
都
府
ノ
管
轄
ニ
属
ス
」( JA

CA
R

、Ref.A
15070847600

、
国
立
公
文
書
館
）
、

「
二
条
城
ヲ
留
守
官
ノ
管
轄
ニ
属
ス
」( JA

CA
R

、Ref.A
15070847500

、
国
立
公
文
書
館
）「
京

都
府
庁
ニ
条
城
内
ヘ
移
転
」( JA

CA
R

、Ref.A
15070602600

、
国
立
公
文
書
館)

（
6
）�

前
掲(

5)

に
同
じ
。
ま
た
弾
正
代
巡
察
出
張
所
、
大
蔵
省
出
張
所
も
共
に
二
条
城
内
に
移

す
と
い
う
史
料
が
あ
る
が
、
実
際
に
移
転
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
「
弾
正
台
巡
察
出
張
所

ヲ
二
条
城
中
ニ
移
ス
」( JA

CA
R

、Ref.A
15070177300

、
国
立
公
文
書
館
）
、
「
大
蔵
省
出

張
所
ヲ
二
条
城
中
ニ
移
ス
」( JA

CA
R

、Ref.A
15070167800

、
国
立
公
文
書
館
）

（
7
）�「
二
条
城
甲
府
城
長
崎
砲
台
奥
州
間
生
産
問
合
明
法
寮
よ
り
」(JACAR

、Ref.C04025111100

、

防
衛
省
防
衛
研
究
所
）

（
8
）�

森
山
英
一
『
名
城
と
維
新　

ま
ぼ
ろ
し
の
城
郭
史
』
（
日
本
城
郭
資
料
館
出
版
会
、
一
九
七
〇

年
）
、
森
山
英
一
『
明
治
維
新
・
廃
城
一
覧
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九
年
）
、
石
川 

寛
「
名

古
屋
離
宮
の
誕
生
」
『
愛
知
県
史
研
究
』(

第
一
二
号
、
愛
知
県
総
務
部
総
務
課
県
史
編
さ
ん

室
「
愛
知
県
研
究
」
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年)

（
9
）�『
京
都
府
史
』
（
第
一
編
第
五
四
号
制
度
部
兵
制
類
完
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
、
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以
下
歴
彩
館
と
す
る
。
）

（
10
）�「
京
都
府
存
城
内
設
置
ニ
付
修
繕
費
ヲ
地
民
ヘ
賦
課
セ
ス
」(J A

CA
R

、Ref.A
24010849500

国
立
公
文
書
館
）

（
11
）�

前
掲
（
3
）
の
う
ち
『
保
存
活
用
』

（
12
）�

前
掲
（
3
）
に
同
じ
、
西
和
夫
、
荒
井
朝
江
「
幕
末
・
明
治
初
期
に
二
条
城
本
丸
に
存
在
し

た
徳
川
慶
喜
の
「
居
室
」 

に
つ
い
て
」
『
昭
和
六
二
年
度
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
研
究
報

告
集
』
（
日
本
建
築
学
会
、
一
九
八
七
年
）

（
13
）�「
二
条
城
借
受
定
約
並
本
丸
返
戻
一
件
」(

明
一
一- 

〇
〇
二
七
、
歴
彩
館
所
蔵)

（
14
）�「
二
条
城
内
本
丸
全
部
不
貸
渡
申
進
」( JA

CA
R

、Ref.C04030208100

、
防
衛
省
防
衛
研
究

所
）
「
陸
軍
省
京
都
二
条
城
ヲ
内
務
省
ニ
返
付
ス
」( JA

CA
R

、Ref.A
15110817700

、
国
立

公
文
書
館
）
、
「
公
文
録
（
副
本
）・
明
治
一
七
年
・
第
百
七
四
巻
・
明
治
一
七
年
六
月
～
九
月
・

宮
内
省
」
（
請
求
番
号 

公
副
〇
三
八
三
八
一
〇
〇
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
「
京
都
二
条
城

ヲ
以
テ
離
宮
ト
定
ム
」( JA

CA
R

、Ref.A
15110796800

、
国
立
公
文
書
館
）

（
15
）�

前
掲
（
14
）
の
う
ち
「
公
文
録
」
、
「
京
都
二
条
城
ヲ
以
テ
離
宮
ト
定
ム
」

（
16
）�「
官
報 

明
治
一
七
年
七
月
二
九
日
第
三
二
五
号
」
（
大
蔵
省
印
刷
局 

[

編]

『
官
報
』

一
八
八
四
年
七
月
二
九
日
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
写
真
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
）
、
前
掲
（
15
）
に
同
じ
、
「
京
都
府
庁
ヲ
上
京
区
藪
之
町
ニ
移
ス
」( JA

CA
R

、Ref.

A
15111011200

、
国
立
公
文
書
館
）

（
17
）�「
土
地
物
件
ヲ
世
伝
御
料
ト
定
ム
」( JA
CA

R

、Ref.A
15111969400

、
国
立
公
文
書
館
）

（
18
）�『
明
治
工
業
史
』
建
築
編（
工
学
会
明
治
工
業
史
発
行
所
、一
九
二
七
年
）
、『
皇
室
事
典 

令
和
版
』

（
株
式
会
社K

A
D

O
K

AW
A

、
二
〇
一
九
年
）

（
19
）�

前
掲
註
（
2
）
の
う
ち
拙
著

（
20
）�

塵
海
研
究
会
『
北
垣
国
通
日
記
「
塵
海
」
』
（
三
頁
、
一
一
頁
、
六
四
頁
、
二
七
六
頁
、
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
』)

以
下
、
北
垣
の
日
記
の
引
用
は
、
同
書
と
す
る
。

（
21
）�「
建
議
の
儀
に
付
申
達
〔
北
垣
京
都
府
知
事
か
ら
大
山
陸
軍
卿
宛
〕
」( JA

CA
R

、Ref.

C08052791600

、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）

（
22
）�

前
掲
（
15
）
と
同
じ

（
23
）�「
日
出
新
聞
」
明
治
一
九
年
三
月
三
一
日

（
24
）�

元
離
宮
二
条
城
事
務
所『
重
要
文
化
財
二
条
城
修
理
工
事
報
告
書　

第
三
集
』（
一
九
二
八
年
）
、

「
二
条
離
宮
沿
革
誌
」
（
識
別
番
号
一
二
九
二
四
、
宮
内
公
文
書
館
）
ほ
か

（
25
）�

原
戸
喜
代
里
、
大
場
修
『
大
正
大
礼
に
お
け
る
下
賜
建
物
の
教
育
施
設
へ
の
転
用
過
程
』
（
日

本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集　

第
七
六
巻
第
六
六
五
号
、
二
〇
一
一
年
）
、
原
戸
喜
代
里
、

大
場
修
『
大
正
大
礼
に
お
け
る
下
賜
建
物
の
宗
教
施
設
へ
の
転
用
過
程
』
（
日
本
建
築
学
会

計
画
系
論
文
集　

第
七
五
巻
第
六
五
八
号
、
二
〇
一
〇
年
）
ほ
か

（
26
）�「
二
条
離
宮
修
繕
工
事
録
一 

明
治
一
八
～
二
〇
年
」(

識
別
番
号
四
二
七
三
、宮
内
公
文
書
館)

、

以
下
、
「
工
事
録
」
の
所
蔵
先
は
、
宮
内
公
文
書
館
で
あ
る
た
め
、
記
載
を
省
略
す
る
。

（
27
）�

前
掲
（
26
）
に
同
じ

（
28
）�「
日
出
新
聞
」
明
治
一
九
年
九
月
二
八
日

（
29
）�「
工
事
録 

明
治
二
七
年
」
（
識
別
番
号
四
五
二
五
）

（
30
）�「
大
礼
設
備
復
旧
工
事
」(

識
別
番
号
四
三
一
六
八
、
宮
内
公
文
書
館)

、
「
工
事
録
一 

大
正

八
年
」（
識
別
番
号
四
三
七
二
一
）
、「
工
事
録
二 

大
正
八
年
」（
識
別
番
号
四
三
七
二
二
）
、「
工

事
録
三 

大
正
九
年
」
（
識
別
番
号
四
三
七
二
八
）

（
31
）�「
二
条
・
桂
両
離
宮
写
真
」
（
識
別
番
号
三
二
三
七
四
、
宮
内
公
文
書
館
）
、
「
二
条
離
宮
（
写

真
帳
／
大
正
・
昭
和
）
」
（
識
別
番
号
四
六
八
五
二
、
宮
内
公
文
書
館
）

（
32
）�『
二
条
離
宮
御
写
真
及
実
測
図
』
（
川
上
邦
基
編
、
古
建
築
及
庭
園
研
究
会
、
一
九
三
二
年
）

（
33
）�

前
掲
（
26
）
に
同
じ

（
34
）�

前
掲(

32)

に
同
じ

（
35
）�「
日
出
新
聞
」
明
治
二
〇
年
一
月
三
〇
日

（
36
）�「
二
条
離
宮
図
五
千
分
一
／
明
治
二
二
年
」
（
識
別
番
号
三
八
九
九
三
、
宮
内
公
文
書
館
）
、「
二

条
離
宮
之
図
六
百
分
一
／
明
治
」
（
識
別
番
号
三
九
〇
一
八
、
宮
内
公
文
書
館
）
、
「
二
条
離

宮
之
図
三
百
分
一
／
大
正
写
」
（
識
別
番
号
三
八
三
五
一
、
宮
内
公
文
書
館
）
ほ
か

（
37
）�

宮
内
省
臨
時
帝
室
編
修
局
編
『
明
治
天
皇
紀
』(

第
八-

八
二
〇
頁
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
年)

（
38
）�
前
掲
（
18
）
に
同
じ
。　

（
39
）�
前
掲
（
29
）
に
同
じ
。

（
40
）�「
工
事
録
二 

明
治
二
六
年
」(

識
別
番
号
四
三
六
〇
〇)

、
「
工
事
録 

明
治
二
六
」
（
識
別
番

号
四
五
二
四
）
、
「
工
事
録
一 

明
治
二
七
年
」(

識
別
番
号
三
九
八
〇-

一)

、
「
工
事
録
二 

明
治
二
七
年
」(
識
別
番
号
三
九
八
〇-

二)

、
「
工
事
録
一 

明
治
二
九
年
」(

識
別
番
号
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三
九
八
二-

一)

、
前
掲(

24)

の
う
ち
「
二
条
離
宮
沿
革
誌
」
。
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
明
治

二
六
年
、
二
七
年
、
二
九
年
の
工
事
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
が
、
二
八
年
の
工
事
は
確
認
で

き
な
い
。
し
か
し
、
二
七
年
の
工
事
竣
工
箇
所
が
多
い
こ
と
か
ら
、
二
八
年
も
引
き
続
き
工

事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
41
）�

中
野
志
保
「
二
之
丸
御
殿
の
明
治
期
障
壁
画
」
『
研
究
紀
要 

元
離
宮
二
条
城 

第
一
号
』
（
元

離
宮
二
条
城
事
務
所
、
二
〇
二
二
年
）
、
恵
美
千
鶴
子
「
明
治
宮
殿
御
殿
襖
絵
の
考
案
―
正

倉
院
鴨
毛
屏
風
模
造
・
平
家
納
経
模
本
の
引
用
と
山
高
信
離
―
」
（
『MUSEUM 

京
都
国
立
博

物
館
研
究
誌
』
六
一
七
、
東
京
国
立
博
物
館
編
・
発
行
、
二
〇
〇
八
年
）
、
恵
美
千
鶴
子
「
二

条
離
宮
と
明
治
宮
殿
襖
画
の
そ
の
後
の
影
響
／
第
三
章 

明
治
の
皇
室
に
選
ば
れ
た
表
象
」

（
『
天
皇
の
美
術
史
６　

近
代
皇
室
イ
メ
ー
ジ
の
創
出　

明
治
・
大
正
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年
）
、
山
崎
鯛
介
「
明
治
時
代
の
二
条
離
宮
に
お
け
る
入
側
天
井
・
小
壁
の
改
修

経
緯
と
意
匠
変
更
の
意
図
」（
『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
（
九
州
）
』
日
本
建
築
学
会
、

二
〇
〇
七
年
）

（
42
）�

行
幸
、
行
啓
に
つ
い
て
は
、
前
掲(

2)

拙
著
に
お
い
て
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く

触
れ
な
い
。

（
43
）�

前
掲(

32)

の
「
拝
観
に
就
て
の
御
注
意
」

（
44
）�「
日
出
新
聞
」
明
治
二
五
年
四
月
一
四
日
、
同
年
一
〇
月
二
三
日
、
、「
二
条
離
宮
参
考
史
料
／ 

昭
和
一
二
年
」
（
識
別
番
号
三
八
九
八
六
、
宮
内
公
文
書
館
）

（
45
）�

明
治
二
〇
年
三
月
一
七
日
ド
イ
ツ
皇
族
レ
オ
ポ
ル
ド
、
同
年
一
〇
月
一
九
日
イ
タ
リ
ア
全
権

公
使
デ
マ
ル
ト
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
公
使
シ
ー
ボ
ル
ト
、
明
治
二
四
年
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ

コ
ラ
イ
な
ど
、
い
ず
れ
も
出
典
は
「
日
出
新
聞
」

（
46
）�

野
瀬
元
子
・
古
屋
秀
樹
・
太
田
勝
敏
「
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
国
際
観
光
政
策
に
関
す
る
基

礎
的
分
析
」(

土
木
計
画
学
研
究
・
講
演
集
、
巻
四
〇
、
二
〇
〇
九
年
、http://library.jsce.

or.jp/jsce/open/00039/200911_no40/pdf/5.pdf)

、
井
戸
桂
子
「
ク
ロ
ー
デ
ル
と
二
条
城
―
「
松

の
中
の
譲
位
」
で
の
コ
ン
キ
ス
タ
ド
ー
ル
」(

『
ク
ロ
ー
デ
ル
と
そ
の
時
代
』
二
〇
二
三
年
、

株
式
会
社
水
声
社)

、
清
水
由
布
紀
「
〈
試
論
〉
マ
レ
ー
社
と
日
本
：
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
映
し

出
す
人
・
技
術
・
文
化
の
越
境
」(

津
田
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
報
、
巻
三
八
、
津
田
塾

大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
三
年)

（
47
）� B

A
SIL H

A
LL C

H
A

M
B

ER
LA

IN
, W

. B
. M

ason.A H
andbook for Travellers in Japan

.

(
L
o
n
d
o
n
, J.M

urray,1901. “
This palace, a dream

 of golden beauty w
ithin, is externally 

a good exam
ple of the Japanese fortress, w

ith its turrets at the corners and its w
all of 

cyclopean m
asonry.”

“ The restoration of the N
ijō Palace to som

e thing like its form
er 

splendourdates from
 1885-6, at w

hich tim
e the Im

perial crest of the sixteen-petalled 

chrysanthem
um

 w
as substituted in m

ost places for that of the Tokugaw
a Shōguns.”

（
48
）�

秋
山
愛
三
郎SIG

H
T O

F O
LD

 CAPITAL

（
洋
洲
社
、
一
九
一
九
年
）“ N

ijo D
etached 

Palace should be taken as a national pride of the Im
perial Land of Yam

ato and 

should never be m
issed under any circum

stances.”
“ In M

arch,1871, the C
astle w

as 

provisionally turned into the K
yoto Prefectural O

ffi
ce, in the course of its occupancy a 

num
ber of its treasured paintings and m

etal-w
orks w

ere irreparably dam
aged by som

e 

unrefined ofiicials w
ho sw

allow
ed a drastic dose of W

estern civilization entirely too 

m
uch and suddenly began to despise their ow

n fine arts in order to introduce a lot of 

undesirable things foreign. Luckily it w
as m

ade an Inperial D
etached Palace in July, 

1884, and w
as thoroughly renovated as seen at the present day.”

（
49
）�

志
水
鳩
峰
『
京
都
名
勝
図
絵
』(

風
月
堂
、
一
八
九
五
年) 

、
凡
例
に
「
明
治
二
十
八
年

京
都
に
於
て
第
四
内
国
勧
業
博
覧
会
を
開
設
す
る
に
際
し
諸
国
の
旅
客
必
市
郡
の
名
勝
古

跡
を
尋
覧
す
る
者
多
き
こ
と
知
る
べ
し
風
月
堂
主
人
旅
客
の
提
携
に
便
な
る
者
を
謀
る
乃

ち
此
書
あ
る
所
以
な
り
」
と
あ
る
。

（
50
）�『
観
光
の
京
都
』
（
福
井
義
次
郎
、
一
九
四
五
年
、
歴
彩
館
所
蔵
）
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「離宮時代の「二条城」の保存と活用」（降矢）

明治元年
明治２年

明治３年

明治４年

明治５年

明治６年

明治10年

太政官代 三輪嘉之助 留守官 京都府 陸軍省 宮内省 京都市

…
…

…
…

…
…

※詳細は、以下の通り。

明治11年

明治12年

明治17年

昭和14年

現在

太政官代： 明治元年 1月 27 日～

三輪嘉之助： 明治元年 6月 4日～明治 3年 3月 21 日

留 守 官 ： 明治 3年 3月 22 日～明治 4年 3月７日

京 都 府 ： 明治 4年 3月 8日～明治 6年 2月 14 日、　　　  は、陸軍省管轄で京都府に貸与された。

陸 軍 省 ： 明治 6年 2月 15 日～明治 17 年 7 月 27 日

宮 内 省 ： 明治 17 年 7 月 28 日～昭和 14 年 10 月 24 日

京 都 市 ： 昭和 14 年 10 月 25 日～現在

※明治 4年 8月に兵部省が地方城郭を管轄するが、「二条城」は京都府の管轄であった。

※明治 12 年、京都府は本丸を陸軍省に返付した。

※以下より作成した。        
　「二条城ヲ京都府ノ管轄ニ属ス」（JACAR（アジア歴史資料センター以下省略）Ref.A15070847600、国立公文書館）        
　「二条城ヲ太政官代ト為シ尚ホ尾張藩ヲシテ警衛セシム」（JACAR、Ref.A15070744000、国立公文書館）        
　「二条城甲府城長崎砲台奥州間生産問合明法寮より」（JACAR、Ref.C04025111100、防衛省防衛研究所）        
　「二条城ヲ留守官ノ管轄ニ属ス」（JACAR、Ref.A15070847500、国立公文書館）        
　『京都府史』（第１編第五四号制度部兵制類完、京都府立京都学・歴彩館所蔵）        
　森山英一『明治維新・廃城一覧』（新人物往来社、一九八九年）        

表１　「二条城」管轄変遷表

表２　日本人向けのガイドブック　

10 M27 『京都案内都百種増補 2 版』 A＋ 二条離宮 信長築城、太政官代、京都府庁、離宮 辻本治三郎編、尚徳館、1894 年

36 S4 『京都離宮要誌』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、信長創建は間違い、天守類焼、太政官代、

京都府庁、陸軍省、離宮、「華睆瑰麗を極め、光怪陸

離人目を奪ふに足る」

1 M10 『京都名所順覧記改正各区色分町名』 A 二条城京都府 信長築城、太政官代、京都府 福富正水、1877 年

2 M13 『京都名勝一覧図会』 A 二条城京都府 信長築城、太政官代、京都府 橋本澄月編、風月堂、1880 年

3 M14 『京都名所案内図会 乾』 B 京都府 家康築城、太政官代、京都府 遠藤茂平編、正宝堂、1881 年

4 M16 『三府名所独案内図会２ 京都之部 上』 B 京都府 家康築城、太政官代、京都府 馬場文英編、1883 年

5 M20 『京都名所案内記』 A＋ 二条旧城 離宮 信長築城、太政官代、離宮 樺井達之輔編、風月堂、1887 年

6 M20 『京都名所案内図会 和 1 冊 (上 )』 B＋ 二条離宮 家康築城、太政官代、京都府、離宮 石田旭山ほか編、正宝堂、1887 年

7 M24 『帝国京都名所図絵』 A＋ 二条旧城　離宮 信長築城、太政官代、離宮 片岡賢三編、風月堂、1891 年

8 M25『明治改正京都名所便覧図会』 A＋ 二条旧城　離宮 信長築城、太政官代、京都府庁、離宮 内藤彦一著、1892 年

9 M26 『京都名所案内』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、太政官代、京都府庁、近年宮内省の管轄

二条離宮、建築宏壮、拝観手続

加藤定穀著、村上勘兵衛等、1893 年

11 M28 『京都案内記：歴史美術名勝古跡』 B＋＋ 二条城 家康築城、離宮、「殿屋皆宏壮」「大作の工を学ば

んとせハ、拝観せざるべからず」

広池千九郎著、史学普及雑誌社、1895 年

12 M28 『京都名所案内』 A＋ 二条離宮 信長築城、京都府、離宮 竹内庄之助編、中村浅吉、1895 年

13 M28 『京都名所独案内』 A＋ （二条離宮） 信長築城、家康再築、離宮 的場麗水著、吉野屋、1895 年

14 M28 『京都名所案内　上』 A 二条城 家康築城、太政官代、京都府庁 岩崎喜助著、細川開益堂、1895 年

15 M28 『京都名所図会』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、京都府庁、離宮 清水晋之助著、笹田弥兵衛、1895 年

16 M28 『京都名所案内記』上 ,下の巻 A＋ 二条離宮 信長修理、徳川氏保護、離宮 浅井広信著、鳥居又七、1895 年

17 M28 『京都名勝案内記』 A＋＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、京都府庁、離宮、「規模宏大

ならずと雖も壮麗無双なり」

金森直次郎著、飯田信文堂、1895 年

18 M28 『京都名所図会　上』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、太政官、京都府庁、離宮、

外圍の塀を撤して観を改むる

志水鳩峰著、風月堂、1895 年

19 M28 『京都名所』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、離宮 的場麗水著、駸々堂、1895 年

20 M28 『京都名所と美術の案内　上』 A＋＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、天守閣類焼、太政官代、「京都

府庁を置しかば名匠名手の遺物も汚涜せられて荒涼

の姿なりしをその後修繕」、離宮

松山高吉著、田中治兵衛、1895 年

21 M28 『京都名所手引草』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、後水尾行幸、京都府、離宮修理

「金殿玉楼其内にあり」

平安遷都記念祭協賛会編、村上勘兵衛、

1895 年

22 M32 『京都名所案内』 A＋ 二条離宮 信長築城、太政官、京都府、離宮、主殿寮所轄 片岡賢三編、風月堂、1899 年

23 M34 『京都名勝図会 明治改正 再版』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、太政官、京都府庁、離宮、

外圍の塀を撤して観を改むる

志水鳩峯著、風月庄左衛門、1901 年

24 M36 『京都名勝帖』 B＋＋ （二条離宮） 後水尾行幸、家光、家茂、慶喜の上洛、明治天皇

親征の詔、「雉蝶いと白く老松空に吼ゆ」

藤井孫六編、五車楼、1903 年

25 M42 『京都名勝帖』 B＋/A＋ 二条離宮 家康入城、家光、家茂、慶喜の上洛、明治天皇親征

の詔 /‟Here in 1569 was built a castle by Oda 

Nobunaga”,‟Detached Palace”.

風月庄左衛門著、風月堂、1909 年

26 M44 『京都名所地誌』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、後水尾天皇行幸、家光、家茂、慶喜上洛

時とまる、明治天皇詔、太政官代、京都府庁、離宮、

美今一々挙くるに暇なし」

川村文芽著、中村弥左衛門、1911 年

27 T6 『奈良と京都』 C （二条離宮） 襖と壁の絵画の雄大豪華さ 黒田朋信著、趣味普及会、1917 年

28 T6 『京都名所案内』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康改築、大政返上、大典大饗 大槻さ丶舟著、清文堂、1917 年

29 T6 『京都史蹟案内 : 修学旅行 訂再版』 B＋＋ 二条離宮 家康造営、大政奉還、太政官代、京都府庁、離宮、

「殿舎桃山時代の特徴を窺ふを得べし」

西田直二郎、魚澄惣五郎、京都帝国大学

学友会、1917 年

30 T11 『近畿古美術案内 東京美術学校修学旅行』A＋＋ 二条離宮 信長築城、天守炎上、大政奉還、京都府

庁、離宮、「燦然たる大殿、宏壮の規模華麗な装飾、

徳川時代の住宅建築の代表」、「庭園は雄大明快なる

趣致」

田辺孝次著、東京美術学校々友会、

1922 年

31 T13 『京都案内』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、天守類焼、桂宮御殿移築、「粧飾華麗眼

を奪うものがある」

京都市編、京都市、1924 年

32 T14 『登山と遊覧 : 近畿名所その附近』 B＋ 二条離宮 家康、大政返上、太政官代、京都府庁、離宮 関西体育奨励会編、小西猪之助、

1925 年

33 S3 『古美術史蹟 京都行脚』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、大政奉還、太政官代、二の丸

「御殿桃山風」

川勝政太郎、スズカケ出版部、1928 年

34 S3 『京都名所』 B＋＋ 二条離宮 家康築造、幕府の権勢を示すもの、後水尾行幸、大政

返上、太政官代、京都府、陸軍省、宮内省、「府庁を

他に転じて大修理を加へ、内外を補修して再び前の面

前に返り以て今日に及べり」

京都府編、京都府、1928 年

35 S3 『京を訪ねて』 B＋＋ 京都御所と

二条離宮

家康築城、信長創建は間違い、天守類焼、本丸移築、

大正大礼大饗宴場、「建物といい庭園といいその美し

さは今猶、人目を奪うもの」

京都市教育会編、杉本書店、1928 年

37 S20 『観光の京都』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、大政奉還、府庁、離宮、「桃山時代の遺風」

「今や皇室のものとなって、永くその美を保存される

こととなった。」

『観光の京都』福井義次郎、1945 年

古建築及庭園研究所、1929 年

№ 刊行年 書名 分類 タイトル 主な内容 出典
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10 M27 『京都案内都百種増補 2 版』 A＋ 二条離宮 信長築城、太政官代、京都府庁、離宮 辻本治三郎編、尚徳館、1894 年

36 S4 『京都離宮要誌』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、信長創建は間違い、天守類焼、太政官代、

京都府庁、陸軍省、離宮、「華睆瑰麗を極め、光怪陸

離人目を奪ふに足る」

1 M10 『京都名所順覧記改正各区色分町名』 A 二条城京都府 信長築城、太政官代、京都府 福富正水、1877 年

2 M13 『京都名勝一覧図会』 A 二条城京都府 信長築城、太政官代、京都府 橋本澄月編、風月堂、1880 年

3 M14 『京都名所案内図会 乾』 B 京都府 家康築城、太政官代、京都府 遠藤茂平編、正宝堂、1881 年

4 M16 『三府名所独案内図会２ 京都之部 上』 B 京都府 家康築城、太政官代、京都府 馬場文英編、1883 年

5 M20 『京都名所案内記』 A＋ 二条旧城 離宮 信長築城、太政官代、離宮 樺井達之輔編、風月堂、1887 年

6 M20 『京都名所案内図会 和 1 冊 (上 )』 B＋ 二条離宮 家康築城、太政官代、京都府、離宮 石田旭山ほか編、正宝堂、1887 年

7 M24 『帝国京都名所図絵』 A＋ 二条旧城　離宮 信長築城、太政官代、離宮 片岡賢三編、風月堂、1891 年

8 M25『明治改正京都名所便覧図会』 A＋ 二条旧城　離宮 信長築城、太政官代、京都府庁、離宮 内藤彦一著、1892 年

9 M26 『京都名所案内』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、太政官代、京都府庁、近年宮内省の管轄

二条離宮、建築宏壮、拝観手続

加藤定穀著、村上勘兵衛等、1893 年

11 M28 『京都案内記：歴史美術名勝古跡』 B＋＋ 二条城 家康築城、離宮、「殿屋皆宏壮」「大作の工を学ば

んとせハ、拝観せざるべからず」

広池千九郎著、史学普及雑誌社、1895 年

12 M28 『京都名所案内』 A＋ 二条離宮 信長築城、京都府、離宮 竹内庄之助編、中村浅吉、1895 年

13 M28 『京都名所独案内』 A＋ （二条離宮） 信長築城、家康再築、離宮 的場麗水著、吉野屋、1895 年

14 M28 『京都名所案内　上』 A 二条城 家康築城、太政官代、京都府庁 岩崎喜助著、細川開益堂、1895 年

15 M28 『京都名所図会』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、京都府庁、離宮 清水晋之助著、笹田弥兵衛、1895 年

16 M28 『京都名所案内記』上 ,下の巻 A＋ 二条離宮 信長修理、徳川氏保護、離宮 浅井広信著、鳥居又七、1895 年

17 M28 『京都名勝案内記』 A＋＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、京都府庁、離宮、「規模宏大

ならずと雖も壮麗無双なり」

金森直次郎著、飯田信文堂、1895 年

18 M28 『京都名所図会　上』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、太政官、京都府庁、離宮、

外圍の塀を撤して観を改むる

志水鳩峰著、風月堂、1895 年

19 M28 『京都名所』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、離宮 的場麗水著、駸々堂、1895 年

20 M28 『京都名所と美術の案内　上』 A＋＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、天守閣類焼、太政官代、「京都

府庁を置しかば名匠名手の遺物も汚涜せられて荒涼

の姿なりしをその後修繕」、離宮

松山高吉著、田中治兵衛、1895 年

21 M28 『京都名所手引草』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、後水尾行幸、京都府、離宮修理

「金殿玉楼其内にあり」

平安遷都記念祭協賛会編、村上勘兵衛、

1895 年

22 M32 『京都名所案内』 A＋ 二条離宮 信長築城、太政官、京都府、離宮、主殿寮所轄 片岡賢三編、風月堂、1899 年

23 M34 『京都名勝図会 明治改正 再版』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康再築、太政官、京都府庁、離宮、

外圍の塀を撤して観を改むる

志水鳩峯著、風月庄左衛門、1901 年

24 M36 『京都名勝帖』 B＋＋ （二条離宮） 後水尾行幸、家光、家茂、慶喜の上洛、明治天皇

親征の詔、「雉蝶いと白く老松空に吼ゆ」

藤井孫六編、五車楼、1903 年

25 M42 『京都名勝帖』 B＋/A＋ 二条離宮 家康入城、家光、家茂、慶喜の上洛、明治天皇親征

の詔 /‟Here in 1569 was built a castle by Oda 

Nobunaga”,‟Detached Palace”.

風月庄左衛門著、風月堂、1909 年

26 M44 『京都名所地誌』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、後水尾天皇行幸、家光、家茂、慶喜上洛

時とまる、明治天皇詔、太政官代、京都府庁、離宮、

美今一々挙くるに暇なし」

川村文芽著、中村弥左衛門、1911 年

27 T6 『奈良と京都』 C （二条離宮） 襖と壁の絵画の雄大豪華さ 黒田朋信著、趣味普及会、1917 年

28 T6 『京都名所案内』 A＋ 二条離宮 信長築城、家康改築、大政返上、大典大饗 大槻さ丶舟著、清文堂、1917 年

29 T6 『京都史蹟案内 : 修学旅行 訂再版』 B＋＋ 二条離宮 家康造営、大政奉還、太政官代、京都府庁、離宮、

「殿舎桃山時代の特徴を窺ふを得べし」

西田直二郎、魚澄惣五郎、京都帝国大学

学友会、1917 年

30 T11 『近畿古美術案内 東京美術学校修学旅行』A＋＋ 二条離宮 信長築城、天守炎上、大政奉還、京都府

庁、離宮、「燦然たる大殿、宏壮の規模華麗な装飾、

徳川時代の住宅建築の代表」、「庭園は雄大明快なる

趣致」

田辺孝次著、東京美術学校々友会、

1922 年

31 T13 『京都案内』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、天守類焼、桂宮御殿移築、「粧飾華麗眼

を奪うものがある」

京都市編、京都市、1924 年

32 T14 『登山と遊覧 : 近畿名所その附近』 B＋ 二条離宮 家康、大政返上、太政官代、京都府庁、離宮 関西体育奨励会編、小西猪之助、

1925 年

33 S3 『古美術史蹟 京都行脚』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、大政奉還、太政官代、二の丸

「御殿桃山風」

川勝政太郎、スズカケ出版部、1928 年

34 S3 『京都名所』 B＋＋ 二条離宮 家康築造、幕府の権勢を示すもの、後水尾行幸、大政

返上、太政官代、京都府、陸軍省、宮内省、「府庁を

他に転じて大修理を加へ、内外を補修して再び前の面

前に返り以て今日に及べり」

京都府編、京都府、1928 年

35 S3 『京を訪ねて』 B＋＋ 京都御所と

二条離宮

家康築城、信長創建は間違い、天守類焼、本丸移築、

大正大礼大饗宴場、「建物といい庭園といいその美し

さは今猶、人目を奪うもの」

京都市教育会編、杉本書店、1928 年

37 S20 『観光の京都』 B＋＋ 二条離宮 家康築城、大政奉還、府庁、離宮、「桃山時代の遺風」

「今や皇室のものとなって、永くその美を保存される

こととなった。」

『観光の京都』福井義次郎、1945 年

古建築及庭園研究所、1929 年

№ 刊行年 書名 分類 タイトル 主な内容 出典

※ 分類は、以下の通りである。

 A 原点を信長とするもの

 A＋ A に離宮が加わったもの

 A＋＋ A＋に著者の主観が加わったもの

 B 原点を家康とするもの

　　　B＋ B に離宮が加わったもの

 B＋＋ B＋に著者の主観が加わったもの

 C 美術的価値のみ
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